
 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 令和５年度西区地域力向上事業（助成事業）の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

令和５年度の西区地域力向上事業「市民提案による住みよ

い地域づくり助成事業」（第２次募集）に提案のあった事業

について意見を求めるもの。 

◎採択までの流れ 

① 西区行政推進会議にて審議（R5.7.11 開催） 

② 西区協議会にて協議、意見聴取（R5.7.26 開催） 

③ 採択の可否決定（R5.7 月末予定） 

 

※地域力向上事業 

 市民協働の手法により住みよい地域社会を実現するため、

区の特性を活かした事業や課題を解決する事業 

 

 

対象の区協議会 西区協議会 

内  容 

 

《令和５年度提案 １件》 

 

【提案団体】 

伊佐見地区コミュニティ協議会 

【事 業 名】  

浜名湖から見る伊佐見と浜名湖の生き物体験会事業 

   ＊1 回目（50％以内） 

 

 

 

 

 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 西区区振興課 担当者 袴田 隼希 電話 597-1112 

 

資料１



・
・
・
・
・

・

・五感を使った船上学習
　船上から伊佐見地区や湖上環境を観察し、船頭の講話を聴く。
・『浜名湖体験学習施設 ウォット』での学習
　下船後は『ウォット』で、浜名湖に関する講義を受講し水生生物に触れる。
・伊佐見小学校児童による絵画の展示
　学んだことを絵画にしてもらい、優秀作品は伊佐見協働センターで展示。

・参加した児童が地元のことをより深く知ることで、知的好奇心と郷土愛が高まり、将来の
伊佐見地区の担い手の育成につながる。
・浜名湖の素晴らしさと課題を実体験で学ぶことにより、浜名湖が直面する課題に当事
者意識をもって考えることができ、環境保全の意識が高まる。
・この活動を通して学んだことを絵画にして伊佐見協働センターに展示することで、小学
生が学習成果を発表する良い機会になる。また、地元住民へのPRにもなり、浜名湖の自
然を守ろうという風潮を地域全体で形成することができる。
・地区の自治会役員も参加するので、この事業の意義や重要性に対する理解を深め、
今後も地域として事業を継続していく機運を高めることができる。

伊佐見地区コミュニティ協議会

浜名湖から見る伊佐見と浜名湖の生き物体験会事業

令和５年１０月１日（日）～令和６年１月１５日（月）

絵画展示という形で学習成果を発表する機会があるのも良い。
伊佐見地区の住人が自分の町について学習することは、今後の町の発展につながっていくと思う。

将来の環境保全につながることを期待する。

子ども達が浜名湖の自然に触れ問題点を学ぶことは、将来に向けて浜名湖を守ろうという意識を
高めることにつながる。重要な事業なので継続してほしい。

伊佐見湖上～新居弁天海水浴場～ウォット、伊佐見協働センター

団体スタッフ　15名　、　参加者　54名

386,800円
　資材作成等：30,000円　傷害保険等：52,000円　船・バス使用料等：304,800円

・伊佐見地区の自然や地域特性などを再発見してもらう。
・浜名湖について学習し、環境保全の意識を育む。
・有機フッ素化合物の影響で中止になった伊佐地川体験の代替イベントを提供する。

193,000円

④ 実 施 時 期

⑤ 実 施 場 所

身近な浜名湖から郷土を見直すという視点が素晴らしい。

【委員から出た意見】

　『採択』の対象と考える。

【審査結果】

　25点満点中 19.2 点

採択回数

③参加予定人数

⑦ 事 業 の 内 容

⑧ 事 業 の 効 果

⑨ 総 事 業 費

【審議・採点】

⑥ 事 業 の 目 的

⑩行政推進会議における審査結果 市執行上限額

令和５年度　地域力向上事業　｢市民提案による住みよい地域づくり助成事業｣　提案事業

番号 3 新規･継続 新規 １回目（補助率50%以内）

② 提 案 団 体

① 事 業 名

伊佐見地区の子ども達に郷土愛が根付くことを期待する。


